中3公民　学習プリント-1
　未成年「模擬」衆議院議員総選挙2005　　○○中学高校版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1：実施日時

　９月８日(木)の授業時

2：内容

(1)有権者ではない19歳以下が、実際の衆議院議員総選挙の日程(実際の選挙の公示日の翌日から投票日までの間で、任意の時間(＝期日前投票期間＋投票日))に、衆議院議員総選挙への立候補者(小選挙区)および政党・会派名(比例区)に対して記名投票を行う(１９歳以下が対象)

　　※東京都議会議員選挙

公　示　日　8月30日(水)

　　　　　期日前投票　8月31日(土)午前8時30分～9月10日(土)午後8時

　　　　　　投　票　日　9月11日(日)午前7時～午後8時
(2)学校や地域など各地で投票された模擬選挙の結果は、未成年模擬選挙実行委員会(事務局：NPO法人Rights)が集計し、実際の選挙の投票結果が公表された後に、一般に対して公表し、あわせて立候補者、マスコミ、各種団体などに届ける（※公表が不可能な場合はこの限りではない）

3：投票方法

　①小選挙区＝自分が住んでいる市区町村の選挙区で立候補している候補者に投票

　②比例区＝東京、北関東、南関東のそれぞれのブロックに候補者を立てている政党名で投票

　　　　　　政党＝自民党、民主党、公明党、共産党、社民党、新党日本

　　　　　　　　　※「国民新党」は、東京、北関東、南関東のそれぞれのブロックに候補者を立てていないので投票しない(投票した場合は「無効」扱い)

※投票する際は、配布された投票用紙を使用する

※候補者名一覧は、各自、自宅で確認すること

4：立候補予定者、政党・会派に関する情報の入手方法

※授業内で候補者や政党の政策についての説明は一切しないので、各自、自分で調べてくること

・ニュースなどで情報を収集する

・選挙管理委員会が発行する「選挙公報」(今週、新聞にはさまって配布される)を見る

・教室に配布する各政党のマニフェスト(政策公約集)を見る

・インターネットで情報を収集する

・家族や友だちと話し合う
5：その他

・投票結果は、９月１２日以降の授業内で発表します

・誰がどの候補者、どの政党に投票したのかは確認しません(秘密投票)

・投票にあたっては、「白票」「棄権」も保障します

・今回未成年「模擬」都議会議員選挙は、NPO法人Rights( http://www.rights.or.jp )の呼びかけをふまえて実施します



















